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立山砂防女性サロンの会が長野県内の砂防施設を視察！

立山砂防女性サロンの会（会長：尾畑納子氏）は、今年度の現地研修会として長野県内の砂防施設を視察しました。
８月２６日と２７日の２日間にわたり、明治１９年に着工（昭和２９年に竣工）された上水内郡小川村の歴史的砂防施設
「薬師沢石張水路工」（登録有形文化財）や、昭和６０年７月に死者２６人、けが人４人、家屋倒壊６４軒という甚大な
被害をもたらした長野市の「地附山（じづきやま）地すべり」の観測センターなどを視察し、長野県における砂防や土砂
災害の歴史と防災工事の工法等について見聞を広めました。

開催日：令和５年８月２６日(土)～２７日(日)

場 所：長野県内
 ・フォッサマグナミュージアム(新潟県)
 ・薬師沢石張水路工(登録有形文化財)
・地附山地すべり観測センター 他

参加者：立山砂防女性サロンの会
・吉友アドバイザー
・山崎副会長 他14名

立山砂防事務所
・石田事務所長
・村元調査課長

熱中症に注意しながらの見学現在も変わらぬ佇まいの石張流路工

薬師沢石張水路工で記念撮影

『砂防惣代（※）』から石張水路工の説明を受ける

※ 『砂防惣代（さぼうそうだい）』 とは？
明治18年に部落の家屋や土地を地すべりから守るために設立
された制度。内務省を始めとした役所との交渉、砂防工事の監督、
ワリ地（付近の５集落の耕作地）の調整、負担金や人夫提供の
調整を行っていました。
現在でも地域の家屋や土地の変状をまとめて県へ報告したり、
水路工の管理や散策路の整備を行うなどして引き継がれています。

薬師沢石張水路工(登録有形文化財)

地附山地すべり観測センター

当時の災害状況や対策工法について学ぶ

災害直後の状況 被災状況（湯谷地区）

災害発生前後の比較写真

災害発生前（昭和58年）

災害発生後（昭和60年）

現砂防惣代：和田久光氏

前砂防惣代：古林徳文氏

前砂防惣代：古林徳文氏

長野県土尻川砂防事務所
西山広一所長


